
 

コミュニケーション支援アプリの改修について 

１ 経緯 

○ 第１回専門部会（書面開催）において、アプリ内の「病院・薬局」の項目拡充のため、

「薬に関する絵カード」の内容を盛り込むことについてご審議いただいた。 

○ 委員から、ろう者当事者、支援者の立場として、以下の反対意見が出されたため、第３

回専門部会において事務局案をお示しし、再度審議することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「薬に関する絵カード」の作成趣旨 

（豊橋手話ネットワーク 聴覚障害者対応「薬に関する絵カード」等案内書 より抜粋） 

 

 

３ 事務局案 

 ○ 「薬に関する絵カード」は、手話通訳や筆談といった、聴覚に障害のある方のコミュ

ニケーション手段の重要性を踏まえたうえで、絵や文字などを使って、より理解度を高

めることを期待して作成されたものである。 

 ○ 豊橋手話ネットワークの取組は、関係者間にその共通認識があるが、本アプリの利用

者には、その共通認識が伝わらないことも想定されるため、アプリ利用者に障害の特性

に応じたコミュニケーション手段の重要性を周知する必要がある。 

 ○ このため、アプリのトップページ最上段に、以下の説明を加えたうえで、内容を盛り

込むこととしたい。 

  「このアプリでは、絵や文字を指し示すことによってコミュニケーションを図ること

ができます。障害のある方に応対される場合には、まずは、手話、筆談、絵カードな

ど、その方のコミュニケーション手段を確認していただいたうえで、このアプリを補

助ツールとしてご活用ください。」 

[反対意見] 

・病院・薬局において、命に関わる内容を説明する際には、手話通訳が必要であり、絵カード

でのコミュニケーションは、ろう者として不安が大きく、反対である。病院・薬局は、手話

通訳が必要であることを知っておくべきである。 

・このアプリがどのような場面で利用されるか分からないが、ろう者にはいろいろな人がいる

ことを考えると安易にアプリで「説明した」「通じた」と判断される可能性があり、不安を感

じる。 
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